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図1･ トランス型ポ リアセチレンの2つの縮退 した基底状態0
H-Idx(i2p(-,り 2 +害 A(x,i,2)
･y dx+sT(x,i,ト ivF63か 01A(x, i,)49(x,i,, (2)
を用いることにする｡ ここで A(x,i)は(-1)nynの連続極限, 少は打電子を表わす2成分





ことができ, 3つの局在モー ドとフォノンモー ドが得られた4.)局在モードのうち1つは,固有
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ia)+ r (a') ,





































- -i !L,' 2 dx l (∂t¢ )2 - (∂x¢ )2+空 cosgb]9 (1)
ここで¢はボゾン場,9は結合定数,7nbは裸のフォノン質量, Lは系の長 さである｡散逸を
考慮するとこの系の分配関数は,虚時間での経路積分1)により,
Z- JICA¢(x,T)exp(-S〔¢(I,T)〕)
¢(∬,0)-め(∬,♂)
S-So+ Sd
so三一JoPdTよヲ(-iT)
sd-岩 J_L,'2dxJ.PdTI.PdT′
㌔ (め(J,丁)- め(∬,T′))2
p2sin2(,C(T一 丁′)/P)
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